
  北海道情報化農業ニュース 
           北海道における持続的な農業の発展のための情報技術の活用促進 

              およびその健全な普及を図る。 

号外  2013．2．14 

 （地独）高齢・障害・求職者雇用支援機構より「北海道ポリテクビジョン」、NPO 法人 Digital 北海道研

究会より「GISデータ空間情報セミナー」の開催案内と食クラスター連携協議体事務局より「食クラスター

連携協議体ニュース（ Vol.362）」がありましたので、お知らせします。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 

「北海道ポリテクビジョン」の案内 
 
■日時：平成 25年 2月 22日（金）10：00～16：00 
           23日（土）10：00～16：00 
■場所：北海道職業能力開発大学校 
    小樽市銭函 3丁目 190番 （0134-62-3553） 
■記念講演 
 「未来を拓くロボット―農業に向けたものづくり―」 

    北海道大学大学院農学研究院 教授 野口 伸 氏 
■主催：（地独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 
 
 ※詳細は、添付 PDFをご参照ください。 
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「GISデータ空間情報セミナー」の案内 
 
■趣旨 
 今、民間の地図サービスが成熟し「電子国土 Web」が目指した世界は次第に当たり前となってきました。そこ
で、NPO法人 Digital北海道研究会は、地理空間情報サービス提供機関の、国土交通省国土地理院・ＮＴＴ空間
情報株式会社を、お迎えし電子国土へ向けた取組みと GIS 商品などのご紹介セミナー「GIS データ空間情報セミ
ナー」を、３月１５日(金)アスティ 45の ACUを会場として開催いたします。 
 当研究会の会員をはじめとした多くの皆様方に、GISデータを使用し付加価値を付けて頂き、GISデータ普及へ
向けてシフトしていく事を目的としたセミナー開催です。 
 ※ 併せて、機器・関連ソフト 展示コーナーもご覧ください。 
 
■日時：平成 25年 3月 15日(金) 13:00～17:00 
■会場：ＡＣＵ(アキュ) アスティ 45ビル 16階(札幌市中央区北 4条西 5丁目) 
■内容：電子国土 Web.NEXTのご紹介(仮題) 
   GEOSPACEの商品紹介と戦略(仮題) 
   GISデータ使用・運用事例 GISプレゼンデモ 
   パネルディスカッション～北海道の地理空間情報の課題 
■主催：NPO法人 Digital北海道研究会 
   TEL/FAX：011-374-8860 E-mail：office@dghok.com 
 
 ※詳細・参加申し込みは、添付 PDFをご参照ください。 

●「北海道ポリテクビジョン」の開催案内 ●「GISデータ空間情報セミナー」の開催案内 ●「食クラスター連携協議体ニュー

ス（ Vol.362）」 ● 

mailto:office@dghok.com
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食クラスター連携協議体ニュース Vol.362［2013.2.13発行］（関係分） 
 
□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 
◇◆食料・農業植物遺伝資源条約に関する説明会（北海道地域）◆◇ 
 
 「食料及び農業のための植物遺伝資源に関する国際条約（ＩＴＰＧＲ）」について、国内の育種関係者等に対
して、この条約の趣旨や内容、締結した場合の効果についてご説明したうえで、今後、我が国が締結する場合に
必要な準備対応などついて意見交換を行います。 
 
 （参考）ITPGRとは  
 ITPGR では、食料生産や農業に深く関わる農作物をリストアップ（クロップリストを作成）して、このクロッ
プリストに掲げられた農作物の遺伝資源に関しては、「多国間システム」に基づき、利活用を促進しつつ、遺伝
資源利用から生ずる利益を公正・衡平に配分することを定めている。 
 ITPGR には、現在 126 カ国及びＥＵが加盟し、米国も加盟に向けた最終段階にある等、食料・農業用の遺伝資
源の標準的な取引手法となりつつあることから、我が国も早期の加盟を目指しているところ。 
 
【日時】：2月 20日（水） 13時 30分～15時 30分 
【開催場所】：北海道立道民活動センター「かでる２・７」（札幌市中央区北２条西７丁目）  
【詳細】 
 〇プログラム 
 （１）ITPGRの概要や締結する場合に必要な準備対応の考え方等についての解説 
 （２）海外ジーンバンクからの植物遺伝資源の入手方法の解説 
 （３）質疑応答、意見交換 
 
【参加申し込み方法】 
  参加希望の方は、団体名、氏名、連絡先住所及び電話番号を、FAXにより事務局（03-6733-1028）へ 
 お知らせください。 
【申し込み期間】：2月 18日（月）まで 
【問い合わせ先】 
 食料・農業植物遺伝資源条約に関する説明会事務局 
 （三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社内） 
  〒105-8501東京都港区虎ノ門 5-11-2オランダヒルズ森タワー 
  TEL 03-6733-1023、FAX 03-6733-1028 
 農林水産省北海道農政事務所 企画調整グループ（担当：蝦名、花井） 
  TEL 011-642-5433（直通） 
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e-mail：tateya@adhokkaido.or.jp 

 

編集委員：丸山 健次（酪農学園大学) 

TEL&FAX：011-388-4864 

mailto:tateya@adhokkaido.or.jp

